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「特別支援教育とは」 
特別支援教育部 

 
 特別支援教育は、「障がいのある子どもたちの自立や社会参加に向けた主体的な取組を
支援するという視点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生
活や学習上の困難を改善又は克服するため適切な指導及び必要な支援を行うもの」です。 
 つまり、特別な配慮を必要とする子どもたちが、学習や生活の中でどんなことに困って
いるかを知り、理解して、適切な教育的支援を行う教育です。子どもたち一人一人を理解
し、すべての児童を対象に適切な時間、 適切な場所で必要な支援を行います。特別支援教
育には、支援のためのさまざまな場や方法があり、本校でも学校全体で特別支援教育に取
り組んでいます。 教室の中では、どの子にも優しい環境づくりや、わかりやすい授業を心
がけ、ユニバーサルデザインのよさを取り入れた学校づくりを目指しています。 
 本校では、担任をはじめ、特別支援コーディネーター、スクールカウンセラーが中心と
なり、教育相談を行っています。もし相談されたいことがあれば、担任を窓口として、教
育相談を申し出てください。 
 また、毎年１１月に「障がいや障がいのある人の暮らしについて正しい理解を深め、差
別や偏見のない人間関係つくりの基礎を培う」ことを目標に障がい者理解教育に取り組ん
でいます。１年生は、絵本「さっちゃんのまほうの手」で手の不自由な方について、２年
生は、絵本「おとうさんの手」で視覚に障がいがある方について、３年生は絵本「せなか
をとんとん」で聴覚に障がいがある方について、４～６年生は外部講師をお招きしてお話
を聞く予定になっています。学習終了後に特別支援教育だより「青谷の子」にてお知らせ
します。ぜひ、そちらもご覧になっていただき、お子さんとの話題にしていただけたらと
思います。 

林間学習、校外学習が無事に終了 
 10月は林間学習、校外学習が行われました。天気や感染症対策など、
実施するにあたって心配すべきことがいくつかありましたが、予定通り
実施することができました。 
 どの学年の子どもたちも、準備から当日まで大変意欲的に学習や活動
に取り組む姿が見られました。保護者の皆様には、日々の健康観察等に
ご理解とご協力をいただき誠にありがとうございました。 


